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(57)【要約】
【課題】グローバル画像検出方法と、表示装置及びそれ
の駆動方法を提供する。
【解決手段】表示装置の駆動方法は、一フレーム期間の
間、ｎ番目フレームを受信し、ｎ番目フレームとｎ番目
フレームの前フレームを用いてｎ番目フレームの動きを
推定し、推定された動きに基づいてｎ番目フレームの動
画像種類を判断し、判断された動画像種類によって適切
にｎ番目補償フレームを生成し、ｎ番目フレーム及びｎ
番目補償フレームを順次に表示する。それにより、入力
された動画像信号に対応して選択的に補償させることで
、効率的ににじみ現象を除去し、同時に製造原価を減少
させることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一フレーム期間の間、ｎ番目フレーム（ｎは自然数）を受信し、
　前記ｎ番目フレームと前記ｎ番目フレームの前フレームとを用いて前記ｎ番目フレーム
の動きを推定し、
　前記推定された動きに基づいて前記ｎ番目フレームの動画像種類を判断し、
　前記判断された動画像種類によって適切にｎ番目補償フレームを生成し、
　ｎ番目フレーム及び前記ｎ番目補償フレームを順次に表示すること、
　を含むことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記表示は、
　前記一フレーム期間の第１期間に前記ｎ番目フレームを表示し、
　第２期間に前記ｎ番目補償フレームを表示すること、
を含むことを特徴とする請求項１記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記動きの推定は、
　ｎ－１番目フレームと前記ｎ番目フレームとの使用によるブロック照合アリゴリズムに
より、前記ｎ番目フレームの動きベクトルを求めること、を含むことを特徴とする請求項
１記載の表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記動きの推定は、
　前記ｎ番目フレーム及び連続する複数個の前フレームにおいて互いに異なる領域で動き
ベクトルを算出して、前記ｎ番目フレームの動きベクトルを推定すること、を含むことを
特徴とする請求項１記載の表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記動画像種類の判断は、
　前記ｎ番目フレームをグローバル画像、スクロール画像及びノーマル画像のうちいずれ
か一つであると判断すること、を含むことを特徴とする請求項１記載の表示装置の駆動方
法。
【請求項６】
　前記ｎ番目フレームの動きベクトルが一定の方向及び大きさを有する場合、前記ｎ番目
フレームを前記グローバル画像として判断することを特徴とする請求項５記載の表示装置
の駆動方法。
【請求項７】
　前記ｎ番目補償フレームの生成は、
　前記ｎ番目補償フレームを生成するために前記ｎ番目フレームを全体的に補償すること
、を含むことを特徴とする請求項６記載の表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記ｎ番目フレームの動きベクトルの大きさによって前記ｎ番目補償フレームの階調が
調節されることを特徴とする請求項７記載の表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記ｎ番目フレームの動きベクトルがフレームの上下または左右の部分で一定の方向及
び大きさを有する場合、前記ｎ番目フレームを前記スクロール画像として判断することを
特徴とする請求項５記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記ｎ番目補償フレームの生成は、
　前記ｎ番目補償フレームを生成するために前記ｎ番目フレームを部分的に補償すること
、を含むこと特徴とする請求項９記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記ｎ番目フレームが前記グローバル画像及び前記スクロール画像でなければ、前記ｎ
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番目フレームを前記ノーマル画像として判断することを特徴とする請求項５記載の表示装
置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記ｎ番目補償フレームの生成は、
　前記ｎ番目フレームを前記ｎ番目補償フレームとして生成すること、を含むことを特徴
とする請求項１１記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　ｎ番目フレーム及び連続する複数個の前フレームのｋ個のブロックの位置を変化させて
複数の動きベクトルを算出（ｎ及びｋは自然数）し、
　前記複数の動きベクトルを分析することにより前記ｎ番目フレームの動きベクトルを推
定し、
　前記ｎ番目フレームの動きベクトルが一定の方向及び大きさを有する場合、前記ｎ番目
フレームを前記グローバル画像として判断すること、
　を含むことを特徴とするグローバル画像検出方法。
【請求項１４】
　前記ｋ個のブロックの位置は、各フレームごとに規則的に変化することを特徴とする請
求項１３記載のグローバル画像検出方法。
【請求項１５】
　前記ｋは、５～２０であることを特徴とする請求項１３記載のグローバル画像検出方法
。
【請求項１６】
　前記複数の動きベクトルの算出は、５～１０個の前フレームを用いて算出すること、を
含むことを特徴とする請求項１３記載のグローバル画像検出方法。
【請求項１７】
　一フレーム期間において受信されたｎ番目フレームと既に格納された前記ｎ番目フレー
ムの前フレームとを用いてｎ番目フレームの動きを推定する動き推定部（ｎは自然数）と
、
　前記推定された動きに基づいて前記ｎ番目フレームの動画像種類を判断する補償制御部
と、
　前記判断された動画像種類によって適切にｎ番目補償フレームを生成する補償部と、
　前記一フレーム期間において前記ｎ番目フレーム及び前記ｎ番目補償フレームを表示す
る表示パネルと、
　を含むことを特徴とする表示装置。
【請求項１８】
　前記動き推定部は、ｎ－１番目フレームと前記ｎ番目フレームとの使用によるブロック
照合アリゴリズムにより、前記ｎ番目フレームの動きベクトルを算出することを特徴とす
る請求項１７記載の表示装置。
【請求項１９】
　前記動き推定部は、前記ｎ番目フレーム及び連続する複数個の前フレームにおいて互い
に異なる領域で動きベクトルを算出して、前記ｎ番目フレームの動きベクトルを推定する
ことを特徴とする請求項１７記載の表示装置。
【請求項２０】
　前記補償制御部は、
　前記ｎ番目フレームの動きベクトルが一定の方向及び大きさを有する場合、前記ｎ番目
フレームをグローバル画像として判断し、
　前記ｎ番目フレームの動きベクトルがフレームの上下または左右部分で一定の方向及び
大きさを有する場合、前記ｎ番目フレームをスクロール画像として判断し、
　前記ｎ番目フレームが前記グローバル画像及び前記スクロール画像でない場合、前記ｎ
番目フレームをノーマル画像として判断すること、
を特徴とする請求項１７記載の表示装置。
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【請求項２１】
　前記補償部は、
　前記ｎ番目フレームを全体的に補償する第１補償フレームを生成する第１補償部と、
　前記ｎ番目フレームを部分的に補償する第２補償フレームを生成する第２補償部と、
　前記ｎ番目フレームを第３補償フレームとして生成する第３補償部と、
を含むことを特徴とする請求項２０記載の表示装置。
【請求項２２】
　前記補償制御部は、
　前記ｎ番目フレームが前記グローバル画像である場合、前記第１補償フレームを前記ｎ
番目補償フレームとして出力するように前記第１補償部を制御し、
　前記ｎ番目フレームが前記スクロール画像である場合、前記第２補償フレームを前記ｎ
番目補償フレームとして出力するように前記第２補償部を制御し、
　前記ｎ番目フレームが前記ノーマル画像である場合、前記第３補償フレームを前記ｎ番
目補償フレームとして出力するように前記第３補償部を制御すること、
を特徴とする請求項２１記載の表示装置。
【請求項２３】
　前記第１補償部は、前記ｎ番目フレームの動きベクトルの大きさによって前記第１補償
フレームの階調を調節することを特徴とする請求項２２記載の表示装置。
【請求項２４】
　前記表示パネルは互いに交差するソース配線とゲート配線とによって画定された複数の
画素部を含み、
　各画素部は前記ソース配線及びゲート配線に電気的に接続されたスイッチング素子と、
前記スイッチング素子に接続された液晶キャパシタと、を含むことを特徴とする請求項１
７記載の表示装置。
【請求項２５】
　前記一フレーム期間のうち第１期間に前記ｎ番目フレームを前記ソース配線に出力し、
第２期間に前記ｎ番目補償フレームを前記ソース配線に出力するソース駆動部と、
　前記第１期間に前記ゲート配線にゲート信号を出力し、前記第２期間に前記ゲート配線
に前記ゲート信号を反復して出力するゲート駆動部と、
を含むことを特徴とする請求項２４記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、グローバル画像検出方法と、その方法を使用する表示装置及びその装置の駆
動方法に係り、動画像（信号）の表示品質を向上させるためのグローバル画像検出方法と
、表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、液晶表示装置がＴＶのような大型表示装置として使用されることにより、動画像
表示能力が重要な要素の一つとなりつつある。サンプルアンドホールド（ＳＡＭＰＬＥ　
ＡＮＤ　ＨＯＬＤ）方式を採用する液晶表示装置で高速動画像を表示する場合、にじみ（
モーションブラー：ｍｏｔｉｏｎ　ｂｌｕｒ）現象が問題となっている。にじみ現象とは
、一定時間の間、画像が固定されることにより次の画像に転換されるときに前の画像が残
像として視認される現象のことである。
【０００３】
　一般的に、一つの画面に多様な動きが混在する画像では、にじみ現象が認知されない。
これは短い時間に持続される多様な動きに対して人間の目が同時に十分に追っていけない
からであり、また入力される画像自体に一定部分のにじみ現象がすでに含まれているから
である。
【０００４】
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　反面、観測者からにじみ現象が容易に認知される画面は、一定領域で均一な動きが一定
時間に渡って持続される場合である。例えば、画面全体（或いは大部分）が一定に動くグ
ローバル画像及び画面上端及び下端にリアルタイムで上下及び左右に動くスクロール画像
などがそれに該当する。特に、スクロール画像は、入力画像自体にはモーションブラー現
象が全くないので、視認されるモーションブラー現象がより大きくなる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の技術的課題は、このような点に着眼したもので、本発明の目的は、入力された
動画像信号を適切に補償するための表示装置の駆動方法を提供することにある。
【０００６】
　本発明の他の目的はグローバル画像検出方法を提供することにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、動画像表示に関する品質の向上及び製造原価を節減するための表
示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記した本発明の目的を実現するための実施形態による表示装置の駆動方法は、一フレ
ーム期間の間、ｎ番目フレームを受信（ｎは自然数）し、ｎ番目フレーム及びｎ番目フレ
ームの前フレームを使用することにより前記ｎ番目フレームの画像の動きを推定し、推定
された動きに基づいてｎ番目フレームの動画像種類を判断し、判断された動画像種類によ
って適切にｎ番目補償フレームを生成し、ｎ番目フレーム及びｎ番目補償フレームを順次
に表示すること、を含む。
【０００９】
　前記した本発明の目的を実現するための他の実施形態によるグローバル画像検出方法は
、ｎ番目フレーム及び連続する複数個の前フレームのｋ個のブロックの位置を変化させて
複数の動きベクトル（ｍｏｔｉｏｎ　ｖｅｃｔｏｒ）を算出し、複数の動きベクトルを分
析してｎ番目フレームの動きベクトルを推定し、ｎ番目フレームの動きベクトルが一定の
方向及び大きさを有する場合、ｎ番目フレームをグローバル画像として判断すること、を
含む。
【００１０】
　前記本発明の目的を実現するための他の実施形態による表示装置は動き推定部、補償制
御部、補償部及び表示パネルを含む。動き推定部は、一フレーム期間において受信された
ｎ番目フレームと既に格納されたｎ番目フレームの前フレームとを用いてｎ番目フレーム
の動きを推定する。補償制御部は、推定された動きに基づいてｎ番目フレームの動画像種
類を判断する。補償部は、判断された動画像種類によって適切にｎ番目補償フレームを生
成して出力する。表示パネルは、一フレーム期間においてｎ番目フレーム及びｎ番目補償
フレームを表示する。
【００１１】
　このようなグローバル画像検出方法と、表示装置及びそれの駆動方法によると、入力さ
れた動画像信号に対応して選択的に補償することで効率的に動きにじみ現象を除去し、同
時に製造原価を減少させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の好ましい実施形態をより詳細に説明する。
【００１３】
　図１は本発明の実施形態による表示装置のブロック図である。
【００１４】
　図１を参照すると、表示装置は制御部１１０、電圧発生部１２０、フレーム補償部１３
０、第１貯蔵部１４０、表示パネル１５０、ソース駆動部１６０及びゲート駆動部１７０
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を含む。
【００１５】
　制御部１１０は、外部のグラフィックコントローラ（図示せず）から受信したオリジナ
ル制御信号１０１に基づいて駆動制御信号を生成し、駆動制御信号に基づいて表示装置の
動作を制御する。例えば、オリジナル制御信号１０１のフレーム周波数が約６０Ｈｚであ
る場合、駆動制御信号のフレーム周波数は約１２０Ｈｚ以上である。
【００１６】
　電圧発生部１２０は、表示装置を駆動するための駆動電圧を生成する。例えば、駆動電
圧は、表示パネル１５０を駆動するための共通電圧Ｖｃｏｍ、ソース駆動部１６０を駆動
するための基準階調電圧Ｖｒｅｆ及びゲート駆動部１７０を駆動するためのゲート電圧Ｖ
ｏｎ，Ｖｏｆｆを含む。
【００１７】
　フレーム補償部１３０は、外部のグラフィックコントローラから受信したフレームの動
きを推定して、適切に補償フレームを出力する。例えば、フレーム補償部１３０は、受信
したフレームがグローバル画像である場合、全体フレームを補償する第１補償フレームを
出力し、受信したフレームがスクロール画像である場合、部分的にフレームを補償する第
２補償フレームを出力し、受信したフレームがグローバル及びスクロール画像のどちらで
もなくノーマル画像である場合、受信したフレームを反復する第３補償フレームを出力す
る。
【００１８】
　ここで、グローバル画像は、フレーム全体の動きベクトル（ｍｏｔｉｏｎ　ｖｅｃｔｏ
ｒ）がほぼ一定の方向及び大きさを有する場合であり、スクロール画像は、フレーム全体
の動きベクトルが一定の方向及び大きさを有さない反面、フレームの上下（または左右）
部分で水平（または垂直）方向の動きベクトルが一定の大きさを有する場合である。
【００１９】
　第１貯蔵部１４０は、制御部１１０の制御に従って、受信したフレーム及び補償フレー
ムをフレーム単位で記録し読み出す。例えば、制御部１１０は、駆動制御信号（例えば、
１２０Ｈｚ）に基づいて第１貯蔵部１４０で受信したフレーム及び補償フレームを読み出
す。
【００２０】
　表示パネル１５０は、互いに交差するソース配線ＤＬとゲート配線ＧＬとによって画定
された複数の画素部Ｐが形成される。各画素部Ｐは、各ソース配線及び各ゲート配線に接
続されたスイッチング素子ＴＦＴ、スイッチング素子ＴＦＴと電気的に接続された液晶キ
ャパシタＣＬＣ及び蓄積キャパシタラインＣＳＴを含む。
【００２１】
　ソース駆動部１６０は、第１貯蔵部１４０から読み出された、受信されたフレームと補
償フレームとを駆動制御信号（例えば、１２０Ｈｚ）に基づいてソース配線ＤＬに出力す
る。ここで、一つのフレーム期間は、約１６．７ｍｓであってもよい。ソース駆動部１６
０は、一つのフレーム期間約１６．７ｍｓ中の第１期間に、ソース配線ＤＬに受信された
フレームのデータ信号を出力し、第２期間に、補償フレームのデータ信号を出力する。第
１及び第２期間は、それぞれ約１６．７/２ｍｓ（１フレーム期間の半分）であってもよ
い。
【００２２】
　ゲート駆動部１７０は、制御部１１０の制御に応じて、第１期間にゲート配線ＧＬにゲ
ート信号を出力し、第２期間に再度ゲート信号をゲート配線ＧＬに出力する。即ち、一つ
の水平期間１Ｈの間、任意のゲート信号は該当するゲート配線に二度印加される。
【００２３】
　図２は、図１に示されたフレーム補償部の詳細なブロック図である。
【００２４】
　図１及び図２を参照すると、フレーム補償部１３０は、補償制御部１３１、第２貯蔵部
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１３２、動き推定部１３３及び補償部１３７を含む。
【００２５】
　補償制御部１３１は、オリジナル制御信号１０１に基づいてフレーム補償部１３０の動
作を制御する。
【００２６】
　第２貯蔵部１３２には、補償制御部１３１の制御に従って受信された受信されたフレー
ムが記録され、前フレームが読み出される。
【００２７】
　動き推定部１３３は、ｎ番目フレームＦｎと第２貯蔵部１３２から読み出されたｎ－１
番目フレームＦｎ－１を用いてｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ＿ｎを求める。ｎ
は自然数である。
【００２８】
　動き推定部１３３は、単にｎ番目フレームＦｎの動画像種類を判断するための動きベク
トルＭｖ＿ｎを求めるだけなので、正確な動きベクトルを算出するための複雑な演算プロ
セスを必要としない。
【００２９】
　動き推定部１３３は、探索領域縮小、解像度縮小などの多様で簡単な演算プロセスを通
じて、ｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ＿ｎを求める。動き推定部１３３の簡単な
演算プロセスは、図３、図４及び図５を参照して後述する。
【００３０】
　補償制御部１３１は、ｎ番目フレームＦｎの動きベクトルに基づいて、ｎ番目フレーム
Ｆｎの動画像種類を判断し、補償部１３７の動作を制御する。
【００３１】
　補償部１３７は、第１補償部１３４、第２補償部１３５及び第３補償部１３６を含み、
補償制御部１３１の制御に従って第１補償部１３４、第２補償部１３５及び第３補償部１
３６を選択的に駆動し、ｎ番目補償フレームＦｎ'を生成する。
【００３２】
　具体的に、補償制御部１３１は、ｎ番目フレームの動きベクトルがほぼ一定の方向と大
きさを有する場合、ｎ番目フレームＦｎをグローバル画像として判断し、第１補償フレー
ムＦｎ'１を生成するように第１補償部１３４を制御する。
【００３３】
　第１補償部１３４は、ｎ番目フレームＦｎ全体を補償する第１補償フレームＦｎ'１を
生成して出力する。例えば、第１補償部１３４は、ｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭ
ｖ＿ｎの大きさが大きい場合、ブラックに近い第１補償フレームＦｎ’１を生成し、動き
ベクトルの大きさが小さい場合、ホワイトに近い第１補償フレームＦｎ'１を生成する。
即ち、第１補償部１３４は、ｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ＿ｎの大きさ（動き
の程度）に従って、第１補償フレームＦｎ’１を生成する。
【００３４】
　補償制御部１３１は、ｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ＿ｎが多様な方向及び大
きさを有する反面、動きベクトルが画面の上下（または左右）部分に水平（または垂直）
方向に一定の大きさを有する場合、画像をスクロール画像として判断し、第２補償フレー
ムＦｎ'２を生成するように第２補償部１３５を制御する。
【００３５】
　第２補償部１３５は、ｎ番目フレームＦｎを部分的に補償する第２補償フレームＦｎ'
２を生成して出力する。例えば、画面の下端部に字幕が表示される場合、ｎ番目フレーム
Ｆｎの下端部分のみ部分的に補償された第２補償フレームＦｎ'２を生成する。第２補償
フレームＦｎ’２は、下端部分を除いた残りの部分はｎ番目フレームＦｎとほとんど同一
である。
【００３６】
　補償制御部１３１は、表示された画像がグローバル画像でもスクロール画像でもないと
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して判断される場合、第３補償フレームＦｎ'３を生成するように第３補償部１３６を制
御する。第３補償部１３６は、第３補償フレームＦｎ’３としてｎ番目フレームＦｎをそ
のまま出力する。
【００３７】
　図３は、本発明の第１実施形態による動き推定部の演算プロセスを示す概念図である。
【００３８】
　図３を参照すると、探索領域ＳＲｉの大きさを縮小させ、動きベクトルＭｖｉの演算量
を減少させる。
【００３９】
　連続する二枚のフレーム、即ち、ｎ－１番目フレーム（Ｆｎ－１）とｎ番目フレーム（
Ｆｎ）を用いたブロック照合アルゴリズム（ＢＭＡ：ｂｌｏｃｋ　ｍａｔｃｈｉｎｇ　ａ
ｌｇｏｒｉｔｈｍ）により、ｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ＿ｎを求める。ｎ－
１番目フレーム（Ｆｎ－１）をｊ（ｊは自然数）個のブロックＢ１，Ｂ２，．．．，Ｂｊ
に分け、各ブロックに対してｎ番目フレームに設定された探索領域を探索し、最も照合の
よくできる照合ブロックを見つけることにより動きベクトルを求める。
【００４０】
　例えば、ｎ－１番目フレームのｉ番目ブロックＢｉに関して、ｎ番目フレームＦｎに設
定されたｉ（ｉは自然数）番目探索領域ＳＲｉの全体を探索することによりｉ番目照合ブ
ロックｍＢｉを見つけてもよい。ｉ番目ブロックＢｉに対するｉ番目照合ブロックｍＢｉ
の水平動き成分及び垂直動き成分によりｉ番目動きベクトルＭｖｉが算出される。結果的
に、各探索領域ＳＲｉを縮小させることで、各ブロックＢｉに対して比較される領域が減
少し、全体的な演算量を減少させることができる。
【００４１】
　図４は、本発明の第２実施形態による動き推定部の演算プロセスを示した概念図である
。
【００４２】
　図４を参照すると、フレームの解像度を低くすることにより、動きベクトルＭｖｉの演
算量を減少させる。
【００４３】
　動き推定部１３３は、フレームの解像度を低くし、動きを推定する。例えば、Ｘ×Ｙ解
像度を有するフレームをサブサンプリング方式でｘ×ｙ解像度に縮小する（ｘ＜Ｘ、ｙ＜
Ｙ、ｘ、ｙ、Ｘ及びＹは自然数）。サブサンプリング方式は、全体Ｘ×Ｙ解像度を３×３
のサブブロックに分け、各サブブロックＳＢから一つの画素ＳＰをサンプリングし、全体
解像度を１/３に縮小することを含む。
【００４４】
　低解像度のｎ－１番目フレームＦｎ－１とｎ番目フレームＦｎとを用いて、ｎ番目フレ
ームＦｎの動きベクトルＭｖ＿ｎが求められる。動きベクトルＭｖ＿ｎを求める方法は、
図３で説明されたように、縮小されたフレームをｊ個のブロックに分け、各ブロックに対
応する照合ブロックを探索することにより、動きベクトルを求める。結果的に、解像度が
低くなると、動きベクトルを求める演算量が減少する。
【００４５】
　図５は、本発明の第３実施形態によるは動き推定部の演算プロセスを示した概念図であ
る。
【００４６】
　図５を参照すると、複数のフレーム毎にｋ（ｋ＞ｊ自然数）個ブロックの位置を変化さ
せ、時間当たりの演算量を減少させる。
【００４７】
　例えば、前述された第１及び第２実施形態による演算プロセスは、一フレーム期間１６
．７ｍｓの間で合計ｊ個のブロックの動きベクトルを求める。一方、後述するプロセスは
、一フレーム期間１６．７ｍｓの間で合計ｋ個のブロックの動きベクトルを求めることで
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、相対的に演算量が減少する。
【００４８】
　具体的に、動き推定部１３３は、ｎ番目フレームＦｎに対して連続する前フレームＦｎ
－５、Ｆｎ－４、．．．、Ｆｎ－１を用いて、ｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ＿
ｎを推定する。
【００４９】
　まず、動き推定部１３３は、ｎ－５番目フレームＦｎ－５の特定位置、例えば、画面の
上端部から中央部を通じて下端部にｋ個の第１ブロックＢ１１、Ｂ１２、．．．、Ｂ１ｋ
を設定する。ｋが８である場合、設定された第１ブロックＢ１１、Ｂ１２、．．．、Ｂ１
８を使用し、ｎ－４番目フレームＦｎ－４とブロック照合アルゴリズムＢＭＡを通じて、
第１照合ブロックを探索し、第１動きベクトルを求める。
【００５０】
　次に、動き推定部１３３は、ｎ－４番目フレームＦｎ－４に第１ブロックＢ１１、Ｂ１
２、．．．、Ｂ１８とは異なる位置に第２ブロックＢ２１、Ｂ２２、．．．、Ｂ２８を設
定する。第１ブロックＢ１１、Ｂ１２、．．．、Ｂ１８及び第２ブロックＢ２１、Ｂ２２
、．．．、Ｂ２８の位置は規則的に変化させても不規則的に変化させてもよい。
【００５１】
　第２ブロックＢ２１、Ｂ２２、．．．、Ｂ２８とｎ－３番目フレームＦｎ－３とを比較
して第２動きベクトルを求める。同じプロセスでｎ－１番目フレームＦｎ－１に設定され
た第ｎ－１ブロックＢ３１、Ｂ３２、．．．Ｂ３８とｎ番目フレームＦｎ（図示せず）と
を比較して第５動きベクトルを求める。
【００５２】
　動き推定部１３３は、連続する複数枚のフレームＦｎ－５、Ｆｎ－４、．．．、Ｆｎを
用いて複数の動きベクトルを求め、その複数の動きベクトルを分析してｎ番目フレームＦ
ｎの動きベクトルＭｖ＿ｎを決定する。ｋが大きい場合には、動きベクトルは、より多い
過去のデータを反映する。また、ｋが小さい場合には、動きベクトルはより最近のデータ
を反映する。ｋは約５～２０の間の値であってもよい。
【００５３】
　以上では、連続する複数枚のフレームＦｎ－５、Ｆｎ－４、．．．、Ｆｎを用いて複数
の動きベクトルを求めたが、動きベクトルを求める複数枚のフレームＦｎ－ｈ、Ｆｎ－（
ｈ－１）、．．．、Ｆｎ（ｈは自然数）の個数は約５個～１０個であってもよい。
【００５４】
　図６は、図１に示された表示装置の駆動方法を説明するためのフローチャートであり、
図７、図８及び図９は図６の駆動方法に対する概念図である。
【００５５】
　図１、図２及び図６を参照すると、表示装置は、外部のグラフィックコントローラから
ｎ番目フレームＦｎ及びオリジナル制御信号を受信する（Ｓ３１１）。制御部１１０は、
ｎ番目フレームＦｎ及びオリジナル制御信号を受信する（Ｓ３１１）。制御部１１０は、
ｎ番目フレームＦｎを第１貯蔵部１４０に格納し、オリジナル制御信号に基づいて駆動制
御信号（例えば、１２０Ｈｚ）を生成して表示装置の動作を制御する。
【００５６】
　一方、ｎ番目フレームＦｎは、フレーム補償部１３０に入力され、補償制御部１３１の
制御に従って第２貯蔵部１３２に格納される。
【００５７】
　動き推定部１３３は、ｎ番目フレームＦｎと第２貯蔵部１３２で読み出される前フレー
ムとを用いてｎ番目フレームＦｎの動きベクトルを求める（Ｓ３１３）。ここで、動き推
定部１３３は、図３及び図４に示されたようにｎ－１番目フレームＦｎ－１を用いてｎ番
目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ＿ｎを求めてもよく、図５に示されたように連続する
所定個の前フレームＦｎ－５、．．．、Ｆｎ－１を用いてｎ番目フレームＦｎの動きベク
トルＭｖ＿ｎを求めてもよい。



(10) JP 2008-65332 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

【００５８】
　補償制御部１３１は、第１にｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ＿ｎに基づいて、
ｎ番目フレームＦｎがグローバル画像であるかを判断する（Ｓ３１５）。補償制御部１３
１は、ｎ番目フレームＦｎがグローバル画像であると判断されると、第１補償部１３４を
制御してｎ番目補償フレームＦｎ'を生成する（Ｓ３１７）。
【００５９】
　第１補償部１３４は、図７に示されるように、ｎ番目フレームＦｎの動きベクトルＭｖ
＿ｎの大きさが大きい場合、ブラックに近い第１補償フレームＦｎ'１を生成し、動きベ
クトルＭｖ＿ｎの大きさ小さい場合、本来のｎ番目フレームＦｎの明るさに近い第１補償
フレームＦｎ’１を生成する。
【００６０】
　第１判断段階Ｓ３１５で、ｎ番目フレームＦｎがグローバル画像でない場合、補償制御
部１３１は、ｎ番目フレームＦｎがスクロール画像であるかどうかを第２判断する（Ｓ３
１９）。補償制御部１３１は、ｎ番目フレームＦｎがスクロール画像であると判断される
と、第２補償部１３５を制御してｎ番目補償フレームＦｎ'を生成する（Ｓ３２１）。
【００６１】
　第２補償部１３５は、図８に示されるように、ｎ番目フレームＦｎを部分的に補償する
第２補償フレームＦｎ'２を生成して出力する。例えば、画面の下端部に字幕が表示され
る場合、ｎ番目フレームＦｎの下端部分のみ部分的に補償された第２補償フレームＦｎ’
２が生成される。第２補償フレームＦｎ'２は、下端部分を除いた残り部分は、ｎ番目フ
レームとほぼ同一である。
【００６２】
　第２判断段階Ｓ３１９で、ｎ番目フレームＦｎがスクロール画像でない場合、補償制御
部１３１は、ｎ番目フレームＦｎをノーマル画像として判断する。補償制御部１３１は、
第３補償部１３６を制御してｎ番補償フレームＦｎ'を生成する（Ｓ３２３）。
【００６３】
　第３補償部１３６は、図９に示されるように、第３補償フレームＦｎ'３としてｎ番目
フレームＦｎを出力する。
【００６４】
　Ｓ３１７、Ｓ３２１及びＳ３２３でｎ番目補償フレームＦｎ'が生成されると、制御部
１１０は、ｎ番目補償フレームＦｎ’を第１貯蔵部１４０に格納する。ｎ番目補償フレー
ムＦｎ'が第１貯蔵部１４０に格納される場合、制御部１１０は、既に格納されていたｎ
番目フレームＦｎを読み出して、ソース駆動部１６０に出力し、続いて、ｎ番目補償フレ
ームＦｎ’をソース配線ＤＬに出力する。
【００６５】
　ソース駆動部１６０は、駆動制御信号（例えば、１２０Ｈｚ）に基づいて、一つのフレ
ーム期間１６．７ｍｓの第１期間にｎ番目フレームＦｎをソース配線ＤＬに出力し、第２
期間にｎ番目補償フレームＦｎ'をソース配線ＤＬに出力する。
【００６６】
　ゲート駆動部１７０は、制御部１１０の制御に従って、第１期間にゲート配線ＧＬにゲ
ート信号を出力し、第２期間に再度同じゲート信号をゲート配線ＧＬに出力する。
【００６７】
　結果的に、一つのフレーム期間１６．７ｍｓの間、表示パネル１５０にｎ番目フレーム
Ｆｎの画像とｎ番目補償フレームＦｎ'の画像とが順次に表示される。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　以上説明したように、本発明によると、受信された動画像フレームの動きを推定して、
動画像の種類（グローバル、スクロール及びノーマルなど）を判断して適切に補償するこ
とで、にじみ現象を除去して動画像の表示品質を向上させることができる。
【００６９】
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　特に、スクロール画像である場合、受信されたフレームで動きが検出されずに発生して
いた字幕画像のにじみ現象を除去することができる。
【００７０】
　また、動画像の種類のみを判断する簡単な動き推定プロセスを採用することにより、ハ
ードウェアの設計（ｄｅｓｉｇｎ）を簡単にすることができ、さらに製造原価を節減する
ことができる。
【００７１】
　以上、本発明の実施形態を詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明が属
する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離脱するこ
となく、本発明を修正または変更できる。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の実施形態による表示装置のブロック図である。
【図２】図１に示されたフレーム補償部に対するブロック図である。
【図３】第１実施形態による動き推定部の演算プロセスを示した概念図である。
【図４】第２実施形態による動き推定部の演算プロセスを示した概念図である。
【図５】第３実施形態による動き推定部の演算プロセスを示した概念図である。
【図６】図１に示された表示装置の駆動方法を説明するためのフローチャートである。
【図７】図６の駆動方法に対する概念図である。
【図８】図６の駆動方法に対する概念図である。
【図９】図６の駆動方法に対する概念図である。
【符号の説明】
【００７３】
１１０　　　制御部
１２０　　　電圧発生部
１３０　　　フレーム補償部
１３１　　　補償制御部
１３２　　　第２貯蔵部
１３３　　　動き推定部
１３４　　　第１補償部
１３５　　　第２補償部
１３６　　　第３補償部
１３７　　　補償部
１４０　　　第１貯蔵部
１５０　　　表示パネル
１６０　　　ソース駆動部
１７０　　　ゲート駆動部
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】
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【図９】
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